
問
　
中
学
校
の
通
学
路
を
優

先
し
て
、
防
犯
灯
を
設
置
で

き
な
い
か
。

　
市
の
防
犯
灯
設
置
要
綱
で

は
、
「
市
長
は
犯
罪
、
事
故

等
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ

る
場
合
、
独
自
に
防
犯
灯
を

　
市
議
会
12
月
定
例
会
は
、

11
月
22
日
か
ら
12
月
19
日
の

28
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
日
本
共
産
党
安
曇

野
市
議
団
は
、
市
民
の
い
の

ち
と
暮
ら
し
を
守
る
立
場
か

ら
審
議
に
参
加
し
、
臼
井
泰

彦
議
員
も
初
め
て
の
一
般
質

問
を
し
ま
し
た
。

　
議
員
提
出
議
案
の
「
核
兵

器
禁
止
条
約
へ
の
参
加
を
求

め
る
意
見
書
」
が
全
会
一
致

で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
「
介
護
従
事
者
の
勤

務
環
境
及
び
処
遇
改
善
の
実

現
を
求
め
る
陳
情
書
」
が
全

会
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し

た
。

　昨年１０月１５日の選挙から、早半年が

過ぎてしまいました。１８９１票に込めら

れた熱く切なる思いを少しでも生かそう

と、多くの方々から話を聞き、学び、議会

で活動してきました。

　市政を変えてほしい！暮らしやすい市に

してほしい！住みたくなるような街にして

ほしい！○○○を何とかしてほしい！・・

・・。とても簡単に応えられない、大きな

難しい問題がたくさんあります。

　一つ一つの問題について市役所の窓口で

担当者から説明を聞き，その道の専門の方

から学び，先輩議員から話を聞き，研修会

に参加して学習する。実際に歩いて自分の

目で確かめ、調査し，書籍やネットから情

報を得る。こうしたことを積み重ねて議会

での一般質問や意見を考えました。

　議会活動については、日本共産党安曇野

市議団ニュース（１月20日発行および４月

20日発行）や広報の議会だよりだけでは十

分伝えきれないところもここで報告したい

と思います。どうか厳しいご批判とともに、

ご意見、ご要望をお寄せいただきたいと思

います。

　　　第　　２　　号　　

　２０１８年７月１０日発行

　安曇野民報ほりがね発行所

　安曇野市堀金三田１１６０

　TEL・FAX　７３－４４６５　

日本共産党の見解をお知らせし

ます。ご意見等をお寄せ下さい。
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問
　
有
害
獣
対
策
に
つ
い

て
、
三
郷
南
小
倉
か
ら
堀
金

岩
原
に
か
け
て
、
地
元
の
労

力
に
よ
り
獣
害
防
護
電
気
柵

が
設
置
さ
れ
、
大
き
な
成
果

を
上
げ
て
い
る
。
し
か
し
、

猿
が
開
口
部
よ
り
里
に
入
っ

て
し
ま
う
。
有
効
な
対
策
を

伺
う
。

市
長
　
電
気
柵
に
よ
る
大
型

獣
の
侵
入
防
止
に
は
大
変
効

果
が
上
が
っ
て
い
る
。

　
設
置
後
の
維
持
管
理
に
地

元
を
支
援
し
て
い
き
た
い
。

問
　
電
気
柵
と
と
も
に
猟
友

会
に
よ
る
駆
除
、
モ
ン
キ
ー

ド
ッ
グ
に
よ
る
追
い
払
い
、

さ
ら
に
里
山
整
備
に
よ
り
山

と
里
と
の
間
に
大
き
な
緩
衝

帯
を
設
け
、
猿
を
山
で
生
き

て
い
け
る
よ
う
に
す
る
総
合

的
な
施
策
、
市
民
の
安
全
・

安
心
を
守
る
決
意
を
持
っ

て
、
県
や
国
を
挙
げ
て
取
り

組
む
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
ま
ず
、
電
気
柵
が
な
け
れ

ば
、
豊
科
の
中
心
部
ま
で
も

大
型
の
野
生
動
物
が
侵
入
し

て
く
る
。

　
堀
金
地
域
で
は
、
田
多
井

区
と
岩
原
区
の
区
民
が
何
日

も
労
力
を
注
い
て
電
気
柵
を

設
置
し
、
そ
の
後
電
気
柵
周

辺
の
草
刈
り
、
除
草
剤
散

布
、
木
の
枝
が
落
ち
た
り
し

て
電
気
柵
が
破
損
し
て
い
な

い
か
ど
う
か
な
ど
の
点
検
を

月
一
、
二
回
行
い
、
電
気
柵

の
維
持
管
理
を
し
て
い
る
。

こ
の
労
苦
に
対
し
て
相
応
の

支
援
を
す
る
の
は
市
と
し
て

当
然
と
考
え
る
。
１
ｍ
当
た

り
20
円
で
す
ま
す
よ
う
な
問

題
で
は
な
い
。

農
林
部
長
　
基
本
的
に
は
受

益
者
の
農
家
の
皆
さ
ん
の
負

担
で
あ
り
、
そ
こ
を
補
助
し

て
い
る
。
引
き
続
き
支
援
し

て
い
く
が
、
増
額
は
検
討
し

て
い
な
い
。

問
　
受
益
者
は
農
家
だ
け
で

な
く
多
く
の
市
民
で
は
な
い

か
。

農
林
部
長
　
確
か
に
農
家
だ

け
で
は
な
い
。

問
　
モ
ン
キ
ー
ド
ッ
グ
の
飼

い
主
は
、
必
要
な
講
習
も
受

け
、
猿
の
お
り
の
見
回
り
や

え
さ
の
仕
掛
け
、
猟
友
会
等

の
連
絡
等
も
や
り
、
ほ
ぼ
毎

日
１
、
２
時
間
、
仕
事
の
合

間
を
縫
っ
て
自
主
的
に
見
回

り
を
し
て
る
。
手
厚
い
支
援

を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

農
林
部
長
　
モ
ン
キ
ー
ド
ッ

ク
事
業
の
市
の
支
援
は
妥
当

で
あ
り
、
引
き
続
き
支
援
を

し
て
い
く
。

問
　
車
の
維
持
費
や
燃
料
代

も
大
変
で
あ
る
。
こ
の
方
々

が
い
な
か
っ
た
ら
街
に
下
り

て
き
た
猿
を
多
く
の
警
察
官

や
消
防
署
員
、
消
防
団
員
が

追
い
回
す
こ
と
に
な
る
。

　
ま
た
、
猿
が
山
で
過
ご
せ

る
よ
う
に
、
里
山
再
生
に
よ

る
緩
衝
帯
づ
く
り
を
し
、
そ

こ
に
市
民
の
力
を
活
用
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
か
。

農
林
部
長
　
さ
と
ぷ
ろ
学
校

の
里
山
整
備
や
里
山
保
全
体

験
学
習
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
電

気
柵
沿
い
を
歩
く
取
り
組
み

を
し
て
い
る
。
里
山
に
多
く

の
方
が
足
を
踏
み
入
れ
る
こ

と
が
獣
害
減
少
へ
の
一
歩
だ

と
考
え
る
。

問
　
予
約
を
取
り
や
す
く
す

る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
の
採

用
、
乗
り
継
ぎ
割
引
制
度
の

導
入
、
「
あ
づ
み
ん
」
の
サ

ー
ビ
ス
向
上
に
つ
い
て
伺

う
。

　
ま
た
、
巡
回
バ
ス
や
路
線

バ
ス
の
必
要
性
と
、
運
行
準

備
の
た
め
に
多
く
の
市
民
の

知
恵
を
借
り
て
い
く
こ
と
に

つ
い
て
伺
う
。

市
長
　
費
用
対
効
果
、
利
用

者
の
動
向
等
を
精
査
し
、
慎

重
に
検
討
す
る
。

政
策
部
長
　
予
約
を
取
り
や

す
く
す
る
た
め
に
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
と
ド
ラ
イ
バ
ー
の
連
携

強
化
を
図
り
た
い
。

　
あ
づ
み
ん
の
総
運
行
経
費

が
２
年
連
続
で
１
億
円
を
超

え
、
運
賃
収
入
を
除
い
た
歳

入
の
内
、
補
助
金
の
増
額
は

見
込
め
ず
、
市
一
般
会
計
か

ら
の
支
出
増
を
危
惧
し
て
い

る
状
況
で
、
料
金
の
割
引
は

非
常
に
困
難
で
あ
る
。

　
あ
づ
み
ん
の
ド
ラ
イ
バ
ー

に
よ
る
、
利
用
者
の
乗
降
時

の
介
助
は
、
状
況
に
応
じ
て

判
断
す
る
。
ド
ラ
イ
バ
ー
の

挨
拶
等
は
徹
底
し
た
い
。

　
循
環
型
バ
ス
を
直
ち
に
導

入
す
る
こ
と
は
困
難
だ
が
、

引
き
続
き
研
究
し
て
い
く
。

　（
䢪
左
ペ
ー
ジ
下
２
段
へ
）

山麓地域の区民が設置・管理する電気柵。
３月の湿雪による倒木被害は、甚大だった。

檻の管理もボランティアでされている

公共交通をより使いやすくす
るために声を上げましょう。
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問
　
交
通
量
が
多
く
、
歩
道

の
な
い
通
学
路
で
毎
日
子
ど

も
た
ち
が
危
険
を
感
じ
な
が

ら
登
下
校
し
て
い
る
。
保
護

者
は
交
通
安
全
を
呼
び
か

け
、
無
事
を
祈
る
だ
け
。
ス

ピ
ー
ド
の
出
る
鉄
の
大
き
な

塊
と
生
身
の
人
間
が
同
じ
平

面
で
移
動
し
て
い
る
現
実

は
、
弾
が
飛
び
交
う
戦
場
に

も
等
し
い
、
命
に
か
か
わ
る

人
権
問
題
だ
。
歩
道
の
整
備

が
最
低
限
の
条
件
だ
。

　
市
長
所
信
表
明
で
も
、
歩

行
者
に
優
し
い
道
路
環
境
づ

く
り
を
目
指
し
、
交
通
安
全

施
設
の
設
置
に
よ
り
歩
行
者

等
の
安
全
確
保
を
推
進
す
る

と
し
た
。
道
路
整
備
計
画
に

は
県
道
60
区
間
、
市
道
33
区

間
が
挙
が
っ
て
い
る
。
直
ぐ

に
で
も
整
備
す
べ
き
だ
。
特

に
交
通
量
の
多
い
県
道
の
歩

道
整
備
に
つ
い
て
伺
う
。

都
市
建
設
部
長
　
道
県
管
理

の
道
路
１
８
０
・
６
キ
ロ
の

内
歩
道
設
置
ず
み
の
延
長
は

８
６
・
５
キ
ロ
。
整
備
率
は

約
48
％
。

　
歩
行
者
の
安
心
・
安
全
に

寄
与
す
る
歩
道
整
備
の
促
進

に
努
め
た
い
。

歩道のない県道を登校する小学生

条
例
案
は
、
農
業
者
が
軽
視

さ
れ
、
農
業
委
員
会
の
役
割

が
農
地
利
用
の
最
適
化
に
重

点
が
置
か
れ
、
農
業
委
員
が

農
業
者
の
代
表
で
な
く
て
も

よ
く
な
り
、
農
地
の
荒
廃
と

多
面
的
機
能
の
破
壊
に
つ
な

が
る
怖
れ
が
あ
る
と
し
て
、

臼
井
議
員
は
反
対
討
論
を
行

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
条
例

案
は
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

問
　
「
あ
づ
み
ん
」
の
運
行

見
直
し
に
よ
り
利
便
性
は
ど

う
高
ま
る
の
か
。

政
策
部
長
　
堀
金
地
域
の
車

両
１
台
を
穂
高
地
域
に
回
す

こ
と
で
、
予
約
し
に
く
い
状

況
が
緩
和
さ
れ
る
。
堀
金
地

域
の
車
両
を
定
員
12
人
の
車

両
に
変
更
す
る
。

問
　
堀
金
地
域
で
は
１
時
間

１
本
の
運
行
と
な
り
、
待
ち

時
間
の
予
測
が
し
に
く
く
な

る
こ
と
、
大
糸
線
下
り
豊
科

着
４
時
20
分
頃
の
利
用
者
が

４
時
便
に
乗
れ
な
く
な
る
可

能
性
が
あ
る
こ
と
、
敷
地
の

境
界
と
，
堀
金
と
穂
高
の
境

界
が
一
致
し
て
い
る
医
療
機

関
に
行
く
の
に
、
乗
り
継
ぎ

料
金
往
復
６
０
０
円
が
か
か

る
こ
と
、
堀
金
地
域
で
利
用

者
減
と
な
っ
た
場
合
の
対
応

に
つ
い
て
伺
う
。

　３月定例議会は、２月１９

日から３月１９日まで開か

れ、３０年度一般会計予算案

など５２の議案と３つの陳情

が審議されました。市民のく

らしを守る視点から審議に臨

みました。

政
策
部
長
　
待
ち
時
間
を
解

消
す
る
た
め
、
ス
マ
ホ
等
に

車
両
の
位
置
を
連
絡
で
き
る

シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
検
討
し

た
い
。
大
糸
線
利
用
者
の
個

別
事
案
に
対
し
て
は
誠
意
を

持
っ
て
対
応
す
る
。
（
境
界

線
に
接
し
た
機
関
へ
の
飛
び

地
運
行
に
対
す
る
乗
り
継
ぎ

料
金
と
、
堀
金
地
域
の
利
用

者
減
に
つ
い
て
は
答
弁
な

し
）

問
　
公
共
交
通
の
運
行
形
態

や
技
術
の
発
展
、
階
層
別
の

今
後
の
需
要
増
等
を
予
想

し
、
新
設
の
公
共
交
通
政
策

係
と
複
数
部
署
の
連
携
し
た

研
究
が
必
要
で
は
な
い
か
。

市
長
　
交
通
政
策
係
を
中
心

に
、
技
術
革
新
、
先
進
地
事

例
の
情
報
把
握
、
将
来
的
な

ニ
ー
ズ
の
予
測
を
し
つ
つ
、

関
係
部
署
、
事
業
者
と
連
携

を
密
に
し
て
、
多
様
な
交
通

シ
ス
テ
ム
の
研
究
を
進
め
た

い
。

提
案
　
利
用
者
減
の
原
因
を

考
え
た
対
応
、
す
い
て
い
る

時
間
帯
の
周
知
、
大
糸
線
西

側
に
新
た
な
定
時
定
路
線
を

つ
く
り
、
地
域
で
税
金
投
入

を
意
識
し
て
利
用
を
促
す
改

革
、
自
動
運
転
化
の
展
望
、

ス
マ
ホ
利
用
の
予
約
、
迎
え

の
車
の
接
近
を
知
ら
せ
る
機

能
、
福
祉
と
の
迅
㏿
な
連
携

等
を
提
案
を
し
た
い
。

問
　
学
校
給
食
の
地
産
地
消

に
つ
い
て
、
地
元
産
物
の
使

用
率
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
部
長
　
副
食
材
の
発
注

は
、
安
曇
野
産
、
県
内
産
、

国
内
産
の
順
で
行
っ
て
い

る
。
米
は
全
量
。
副
食
材
の

使
用
率
は
、
金
額
で
７
％
。

野
菜
、
果
物
等
26
％
。
タ
マ

ネ
ギ
４
割
、ナ
ガ
ネ
ギ
５
割
、

豚
肉
は
ほ
ぼ
全
量
。
加
工
品

も
で
き
る
だ
け
市
内
か
ら
調

達
。
味
噌
は
市
内
農
産
物
直

売
所
や
市
内
醸
㐀
業
者
。
ニ

ジ
マ
ス
な
ど
安
曇
野
特
産
を

利
用
等
、
努
力
し
て
い
る
。

毎
月
19
日
を
地
元
産
食
材
を

取
り
入
れ
た
安
曇
野
の
日
献

立
を
実
施
し
て
い
る
。

問
　
食
教
育
、
農
家
や
事
業

所
を
元
気
に
す
る
こ
と
に
つ

な
が
る
。
地
震
な
ど
非
常
時

に
市
民
の
食
を
守
る
こ
と
に

つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。

教
育
部
長
　
Ｊ
Ａ
等
の
提
案

を
受
け
献
立
に
反
映
し
た

い
。

農
林
部
長
　
中
間
組
織
と
の

情
報
交
換
の
場
づ
く
り
を
し

て
い
き
た
い
。
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問
　
道
路
反
射
鏡
は
、
霜
で

曇
ら
な
い
型
（
防
曇
型
ぼ
う

ど
ん
が
た
）
を
優
先
的
に
設

置
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
28
年
度
に
防
曇
型
で
な

い
反
射
鏡
が
設
置
さ
れ
た
理

由
は
何
か
。

都
市
建
設
部
長
　
平
成
22
年

度
以
降
、
防
曇
型
が
基
本
で

あ
る
。
陽
が
当
た
り
、
曇
り

の
お
そ
れ
が
低
い
場
所
は
、

通
常
型
も
あ
る
。
防
曇
型
は

重
い
の
で
安
全
を
考
え
て
通

常
型
の
場
合
も
あ
る
。

問
　
「
陽
が
当
た
り
、
曇
り

の
お
そ
れ
が
低
い
」
と
い
う

基
準
は
，
霜
が
融
け
る
ま
で

は
反
射
鏡
の
用
を
な
さ
な
い

の
で
，
ま
ず
い
の
で
は
な
い

か
。
私
の
調
査
で
は
、
新
設

・
更
新
の
47
面
中
16
面
が
防

曇
型
で
な
く
、
内
10
面
が
曇

っ
て
い
た
（
１
月
14
日
）
。

　
ま
た
、
既
存
の
支
柱
を
利

用
し
た
８
面
中
４
面
が
防
曇

型
で
な
く
，
内
１
面
は
簡
単

に
倒
れ
な
い
電
柱
に
設
置
さ

れ
て
い
た
。説
明
さ
れ
た
い
。

都
市
建
設
部
長
　
更
新
の

際
、
防
曇
型
は
、
既
存
の
柱
、

基
礎
を
や
り
か
え
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
採
用
で
き
な
い
ケ

ー
ス
が
あ
る
。
電
柱
の
部
分

は
、
強
度
的
な
も
の
を
確
認

で
き
な
い
の
で
答
え
ら
れ
な

い
。
交
通
安
全
施
設
整
備
事

業
（
防
護
柵
、
ガ
ー
ド
レ
ー

ル
、
路
面
の
外
側
線
等
。
反

射
鏡
は
３
割
を
占
め
る
）
の

中
で
、
高
価
な
物
で
数
を
少

な
く
よ
り
、
安
価
な
物
で
安

全
度
を
高
め
る
対
応
を
し
て

い
る
。

　
※
「
『
陽
が
当
た
っ
て
曇

　
り
の
お
そ
れ
が
低
い
』
の

　
基
準
は
ま
ず
い
」
に
つ
い

　
て
は
答
弁
な
し
。
強
度
に

　
つ
い
て
は
精
査
が
必
要
。

　
消
防
団
員
の
公
務
災
害
補

償
額
の
条
例
改
正
案
は
，
配

偶
者
の
加
算
額
が
引
き
下
げ

ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
公
務
災

害
補
償
額
が
引
き
下
げ
と
な

る
も
の
で
す
。
改
正
の
根
拠

は
，
公
務
員
の
給
与
改
定
に

よ
る
配
偶
者
手
当
の
減
額
と

こ
れ
に
よ
る
配
偶
者
の
社
会

進
出
を
促
す
と
い
う
も
の
で

す
。
こ
れ
に
連
動
し
て
，
配

偶
者
の
公
務
災
害
補
償
額
を

引
き
下
げ
る
こ
と
に
合
理
性

が
あ
る
と
は
思
わ
れ
な
い
こ

と
、
ま
た
、
既
に
消
防
団
員

の
配
偶
者
は
社
会
進
出
し
、

働
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
臼
井
議
員
は
、

配
偶
者
の
公
務
災
害
補
償
額

の
引
き
下
げ
に
反
対
し
ま
し

た
。
（
条
例
は
可
決
）

（
居
宅
介
護
支
援
の
基
準
条

例
案
で
は
「
居
宅
サ
ー
ビ
ス

計
画
（
以
下
居
宅
Ｓ
）
に
地

域
住
民
に
よ
る
自
発
的
な
サ

ー
ビ
ス
（
以
下
自
発
Ｓ
）
の

利
用
も
位
置
付
け
る
努
力
義

務
を
負
わ
せ
て
い
ま
す
。
自

発
Ｓ
は
、
地
域
の
方
々
の
善

意
と
奉
仕
に
よ
る
も
の
で
、

そ
の
内
容
は
不
安
定
、
不
定

期
で
、
安
全
性
、
責
任
の
問

題
も
あ
り
、
介
護
支
援
専
門

員
が
そ
れ
を
正
確
に
評
価
す

る
こ
と
は
、
大
き
な
負
担
で

あ
り
、
制
度
を
歪
め
ま
す
。

ま
た
「
居
宅
Ｓ
に
厚
労
大
臣

が
定
め
る
回
数
以
上
の
訪
問

介
護
を
位
置
づ
け
る
場
合
は

，
理
由
を
記
載
し
た
計
画
を

市
町
村
に
届
け
出
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」と
し
て
い
ま
す
。

利
用
者
に
認
知
症
が
あ
る
と

か
，
家
族
が
仕
事
や
要
介
護

状
態
で
支
援
で
き
な
い
等
の

理
由
が
あ
っ
て
，
月
90
回
以

上
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
必

要
が
あ
る
場
合
も
多
く
、
利

用
回
数
の
抑
制
に
つ
な
が
る

と
し
て
、
臼
井
議
員
は
条
例

の
改
正
案
に
反
対
討
論
を
し

ま
し
た
。
（
条
例
は
可
決
）

　
条
例
改
正
案
は
、
介
護
保

険
料
を
凡
そ
５
・
６
％
、
所

得
に
よ
っ
て
は
10
％
近
く
値

上
げ
す
る
も
の
で
す
。
年
金

の
外
に
収
入
を
得
る
手
段
の

な
い
高
齢
者
に
と
っ
て
暮
ら

し
を
支
え
る
年
金
が
減
ら
さ

れ
，
来
年
10
月
か
ら
は
消
費

税
が
10
％
に
増
税
予
定
で
あ

る
中
，
介
護
保
険
料
が
上
げ

ら
れ
る
の
は
大
き
な
負
担
で

す
。
（
安
曇
野
市
は
、
平
成

27
年
度
決
算
で
、
督
促
状
発

行
４
２
１
４
件
、
差
し
押
さ

え
１
８
６
件
）
臼
井
議
員
は
、

年
金
生
活
者
は
保
険
料
値
上

が
り
で
，
更
に
つ
ま
し
い
生

活
を
強
い
ら
れ
る
と
し
て
、

条
例
改
正
に
反
対
討
論
を
し

ま
し
た
。
（
条
例
は
可
決
）

　
　
　
　
　
　
　
臼
井
泰
彦

　
議
員
に
な
っ
て
、
各
種
団

体
の
総
会
な
ど
に
参
加
し
た

り
、
９
条
改
悪
反
対
の
署
名

に
回
っ
た
り
し
て
、
多
く
の

方
と
話
を
し
ま
し
た
。
ま
た

３
月
、
４
月
に
は
市
立
認
定

こ
ど
も
園
の
卒
園
式
・
入
園

式
、
小
・
中
学
校
の
卒
業
式

・
入
学
式
で
柔
ら
か
く
ぽ
ち

ゃ
ぽ
ち
ゃ
し
た
子
ど
も
か

ら
、
頼
も
し
く
義
務
教
育
を

巣
立
っ
て
い
く
子
ど
も
た
ち

を
見
ま
し
た
。
改
め
て
、
私

た
ち
大
人
が
先
人
が
つ
く
っ

て
き
た
郷
土
の
歴
史
と
現
在

を
学
び
、
伝
え
、
受
け
継
ぎ
、

住
み
よ
い
故
郷
を
つ
く
る
た

め
に
一
生
懸
命
な
姿
を
見
せ

な
く
て
は
、
と
思
わ
さ
れ
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち
に
誇
り

を
も
っ
て
故
郷
を
背
負
っ
て

い
っ
て
も
ら
う
た
め
に
。

県内外30万人の寄付等多くの方の協力で
進められた碌山美術館建設運動の柱とな
った父盛人を語る平林伊三郎さん（4.15）
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